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こうした論文の意義と独自性は認められるが、一方で課題も残されている。  
まず、分析手法であるが、インタビュー調査の中から 4 年制大学に進学しないことに対
する有益な意見が随所にみられる。こうした有益な意見をアンケート項目とした調査分析
を基に量的調査を展開し、定量的な結果として出すことによって説得力が高くなると思わ
れる。また、分析結果のなかで、たとえば、弱い相関係数からの解釈において、断定的な
記述をしている個所や重回帰分析の結果において妥当性に欠ける説明がいくつかみられる
が、この点については慎重な記述が求められる。  
次に、日本においては学歴間の所得差が小さいが、このことは諸外国からみると、きわ
めて特異的な事象であるといえる。すなわち、国際的には日本の大学進学率の停滞は学歴
取得の収益率の低さに起因しているとみるとことができるため、日本の現状はいわば必然
であると捉えることもできる。また、日本では大学進学を推進する動きを強める傾向があ
るが、たとえば社会主義国のなかでは低学歴政策を明確に打ち出している国にもある。こ
うした国際的な分析視点を加えることで日本の大学進学問題をさらに大局的にみていくこ
とができるものと考えられる。  
 そして、学歴主義と資格主義との関係性についての考察もいささか不足しているといえ
る。本論文では進路多様校生徒においては大学、専門学校のいずれにしても進学を目指す
者は、資格取得を目的する傾向が強いとされているが、大卒学歴取得を前提とする者と、
資格取得を前提とする者では、同じ資格取得であっても志望進路を決定する要因の優先度
に違いがみられる可能性は十分に考えられる。この点についても、さらなる検討が求めら
れる。  
 最後に、進路多様校というカテゴリーを用いることにもあいまいさが残る。近年では、
同一高校内においても、進学クラス、就職クラスといったように複雑にコース化された高
校が見受けられる。つまり、進路多様校を単純に高校単位でカテゴリーするだけでは、見
落とされてしまう高校があると考えられるからである。  
 しかしながら、こうした問題点は今後本研究が高校生の大学進学行動を総合的に捉え直
し深化していくために必要な視点であり、それをもって本論文の成果をいささかも低める
ものではない。  
 よって、本論文は博士学位請求論文として十分な質を備えており、博士（教育学）の学
位を授与するにふさわしい内容であると判断する。  
 
